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一
、
は
じ
め
に

　

一
〇
月
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
公
表
し
た
世
界
経
済
成
長
の
予
測

値
（
ワ
ー
ル
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
）
に

よ
る
と
、
二
〇
二
一
年
の
わ
が
国
の
経
済
成
長
率
は
二
・

三
％
（
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
年
間
増
減
率
）
に
留
ま
る
。「
先

進
国
・
地
域
」
の
成
長
率
は
三
・
九
％
と
予
測
さ
れ
て
お

り
、
先
進
国
の
中
で
も
わ
が
国
の
成
長
率
は
低
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。CO

V
ID
-19

が
日
本
経
済
に
与
え
た
負

の
影
響
は
国
際
的
に
比
較
す
る
と
小
さ
い
た
め
、
二
一
年

の
経
済
回
復
の
数
値
も
低
め
に
な
る
点
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
が
、
こ
の
感
染
症
の
悪
影
響
を
克
服
で
き
た
と
し
て

も
、
経
済
成
長
が
高
ま
る
兆
し
が
み
え
な
い
こ
と
は
大
変

に
憂
慮
さ
れ
る
。

　

経
済
学
的
に
述
べ
る
と
、
わ
が
国
で
は
中
長
期
的
に
人

口
ボ
ー
ナ
ス
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
マ
ク
ロ
経
済
成
長

は
資
本
の
投
入
量
と
全
要
素
生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
わ
が
国
の
生

産
性
は
高
ま
る
の
か
？
そ
の
有
力
な
解
の
一
つ
が
技
術
進

歩
を
意
味
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
で
あ
り
、
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
手

デ�

ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
と
資
本
市
場
③
ト
ー
ク
ン
・

オ
フ
ァ
リ
ン
グ
へ
の
規
制
的
対
応

若　

園　

智　

明
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法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
九
月
に
発
足
し
た
菅
政
権

が
最
初
の
政
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
デ
ジ
タ
ル
庁
の
新
設

は
名
案
と
言
え
よ
う
。

　

論
点
を
資
本
市
場
に
移
す
と
、
Ｄ
Ｘ
は
資
本
市
場
の
基

盤
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
資
本
市
場
の
さ

ら
な
る
効
率
化
と
多
様
化
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
Ｄ
Ｘ
の
中
で
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
代
表

さ
れ
る
分
散
型
台
帳
技
術
（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）
や
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
等
の
本
格
的
な
導
入
に
よ
り
、
既
存
の
市
場
機
能
の

効
率
化
（
新
技
術
に
よ
る
部
分
代
替
）
や
従
来
の
市
場
の

境
界
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
で
創
出
さ
れ
る
新
市
場
、
な
ど

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
資
本
市
場
の
研
究
者
に
と
っ
て

も
、
①
ど
の
市
場
機
能
が
部
分
・
完
全
代
替
さ
れ
る
の

か
、
②
そ
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
る
機
能
改
善
は
ど
の
程
度

か
、
③
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
出
現
す
る
新
市
場
の
効
果
な
ど
は
、

重
要
な
学
術
的
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
。

　

本
稿
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
と
資
本
市
場
」
の
第

三
弾
で
あ
る
。
過
去
二
本
の
拙
稿
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
上

で
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ン
を
発
行
し
資
金
を
調
達
す
る
行

為
で
あ
る
「
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
」
に
注
目
し
、

特
に
米
国
で
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
基
本
概
念
や
全
体

像
を
論
じ
て
き
た
。
本
稿
は
、
米
国
内
で
の
ト
ー
ク
ン
・

オ
フ
ァ
リ
ン
グ
に
対
す
る
米
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ

Ｃ
）
の
規
制
的
対
応
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
分
散
型
金
融
（
Ｄ
ｅ
Ｆ
ｉ
）
に
対
す
る
規
制

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
こ
れ
か
ら
の
金
融
資
本
市
場
を
考
え
る

上
で
も
最
重
要
な
課
題
と
言
え
よ
う
。

二�

、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
ど
の
よ
う
に
ト
ー
ク

ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
へ
の
対
応
を
す

す
め
て
き
た
の
か
？

　

詳
細
は
第
一
弾
の
拙
稿
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
号
）
を

参
照
願
い
た
い
が
、
米
国
で
は
一
七
年
か
ら
一
八
年
半
ば
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に
か
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ

リ
ン
グ
）
に
よ
り
多
額
の
資
金
が
調
達
さ
れ
て
き
た
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
は
投

資
契
約
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
り

証
券
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
と
し
て
登
録
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
証
券
と
し
て
発
行
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
Ｓ
Ｔ
Ｏ
（
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
）
と
呼
ぶ
。

　

ピ
ー
ク
時
（
一
八
年
六
月
）
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
よ
り
月

間
で
約
六
、
〇
〇
〇
億
円
も
の
巨
額
な
資
金
が
調
達
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
隆
盛
で

あ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
①
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
等
の
ト
ー
ク

ン
が
急
激
に
値
上
が
り
を
し
て
い
た
、
②
テ
ッ
ク
系
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
対
す
る
過
度
の
期
待
、
③
当
時
は

脱
法
的
な
手
法
で
あ
る
と
流
布
さ
れ
、
極
め
て
簡
易
な
手

続
で
調
達
が
可
能
で
あ
っ
た
、
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
①
詐
欺
的
な
調
達
行
為
が
多

く
、
②
Ｉ
Ｃ
Ｏ
で
提
示
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
率

が
低
い
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
事
業
成
功
率
自
体
も

低
い
が
）、
③
本
稿
で
報
告
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
態
度
が

次
第
に
明
確
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ

に
よ
る
調
達
は
激
減
し
た
。
現
在
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
や
取
引

業
者
が
代
行
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｏ
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
エ
ク
ス
チ
ェ

ン
ジ
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
）
に
よ
る
調
達
が
幾
ば
く
か
み
ら

れ
る
他
、
登
録
を
求
め
ら
れ
な
い
会
員
権
に
類
似
し
た

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ト
ー
ク
ン
の
発
行
な
ど
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。

　

本
節
で
報
告
す
る
よ
う
に
、
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン

グ
に
対
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
的
対
応
は
一
七
年
七
月
の
Ｄ

Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
の
公
表
を
端
と
し
て
、
規
制
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
発
行
（
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
・
レ
タ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
・
レ

タ
ー
の
発
行
）
や
、
状
況
に
合
わ
せ
た
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ

ン
ト
（
法
執
行
）
と
そ
の
説
明
を
も
っ
て
慎
重
に
規
制
の

地
固
め
を
進
め
て
き
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
姿
勢
は
、
当
初
は
ト
ー
ク
ン
・
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オ
フ
ァ
リ
ン
グ
へ
の
米
国
証
券
諸
法
の
適
用
が
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
拙
稿
第
二

弾
（
二
〇
年
六
月
号
）
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ン
の
特
性
は
伝
統
的
な
証
券
で
あ
る
株
式
や

債
券
と
は
相
当
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ

は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ン
を
用
い
た
資
本
調
達
に
対
す

る
証
券
諸
法
の
適
用
に
は
個
々
の
案
件
の
経
済
要
件
を
考

慮
す
る
と
と
も
に
、
発
行
後
の
流
通
に
お
い
て
も
そ
れ
ら

要
件
の
変
化
に
注
意
す
る
な
ど
、
慎
重
に
規
制
の
浸
透
を

進
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

⑴�　

Ｄ
Ａ
Ｏ
事
件
と
Ｄ
Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
時
の
登

録
の
必
要
性
）

　

Ｄ
Ａ
Ｏ
事
件
と
は
一
六
年
六
月
に
起
き
た
約
三
六
〇
万

イ
ー
サ
（
約
六
〇
億
円
）
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
行
為
で
あ
る
。

発
行
体
で
あ
るT

he D
A
O

が
実
施
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
乗
じ

て
発
生
し
た
た
め
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
当
該
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
精
査
し
、

一
七
年
七
月
に
「
Ｄ
Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
」
を
公
開
す
る
と
と

も
に
投
資
家
向
け
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

T
he D

A
O

と
は
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
上
に
投
資
フ
ァ
ン
ド
・
ス

キ
ー
ム
（
自
律
分
散
型
投
資
フ
ァ
ン
ド
）
を
構
築
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
一
六
年
五
月
に
独
自
の
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ン
（
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
）
を
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
よ
っ

て
売
却
し
、
約
一
、
二
〇
〇
万
イ
ー
サ
（
約
二
〇
〇
億

円
）
を
調
達
し
て
い
た
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
時
に
、
Ｄ
Ａ
Ｏ

ト
ー
ク
ン
の
保
有
者
は
利
益
の
分
配
を
受
け
る
権
利
を
得

る
が
、T

he D
A
O

は
自
律
分
散
型
組
織
で
あ
る
た
め
、

ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
「
他
人
の
経

営
的
努
力
か
ら
の
派
生
」（
後
述
）
に
は
該
当
し
な
い
と

の
解
釈
がT

he D
A
O

に
よ
り
示
さ
れ
、
結
果
と
し
て
Ｓ

Ｅ
Ｃ
へ
の
登
録
が
必
要
な
投
資
契
約
で
は
な
い
と
の
説
明

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト
と
は
、
証
券
（
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
）
か
否
か
の
判
断
を
行
う
際
の
投
資
契
約
の
有
無
を
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判
定
す
る
要
件
の
一
つ
で
あ
る
。
ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト
に

お
け
る
投
資
契
約
は
、
①
金
銭
の
投
資
、
②
共
同
事
業
へ

の
投
資
、
③
利
益
の
期
待
を
と
も
な
う
投
資
、
④
利
益
は

も
っ
ぱ
ら
第
三
者
の
努
力
、
の
四
つ
の
要
素
に
基
づ
く
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
要
素
に
関
す
る

複
数
の
判
例
も
投
資
契
約
の
判
断
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
活
用

し
て
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ン
の
募
集
と
売
出
し
を
通
じ
た

調
達
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
や
ト
ー
ク
ン
・
セ
ー
ル
ス
）
に
関
し
て

も
、
特
定
の
事
実
や
環
境
に
よ
り
連
邦
証
券
諸
法
が
適
用

可
能
で
あ
る
と
断
じ
、
さ
ら
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
時
に
は
原
則
と

し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
へ
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
の

公
式
な
意
見
と
し
て
表
明
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
た
。

　

Ｄ
Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
の
「
Ⅲ
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

は
、
主
と
し
て
①
証
券
と
し
て
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
、
②

証
券
の
募
集
・
売
付
時
の
発
行
体
登
録
、
③
取
引
シ
ス
テ

ム
を
国
法
証
券
取
引
所
と
し
て
登
録
、
の
三
点
に
関
し
て

検
討
と
解
釈
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
重
要

で
あ
る
の
は
、
四
六
年
の
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決
（
い

わ
ゆ
る
ハ
ウ
イ
ー
判
決
）
と
の
照
合
な
ら
び
に
、
こ
れ
ま

で
の
投
資
契
約
の
認
定
に
関
連
す
る
複
数
の
判
例
と
照
合

し
な
が
ら
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
を
証
券
と
認
定
し
、T

he 

D
A
O

の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
が
必
要
な
行
為
と
判
断

し
た
点
で
あ
ろ
う
。

　
「
Ⅲ
．
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト

の
要
素
の
う
ち
「
共
同
事
業
へ
の
投
資
」
を
所
与
と
し
て

扱
い
残
る
三
つ
の
要
素
に
関
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

第
一
に
「
金
銭
の
投
資
」
に
関
し
て
。
九
一
年
の
判
決

か
ら
投
資
に
用
い
ら
れ
る
マ
ネ
ー
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
あ
る

必
要
は
な
く
、
ま
た
一
四
年
の
判
決
も
合
わ
せ
て
、
Ｄ
Ａ

Ｏ
ト
ー
ク
ン
取
得
時
に
払
い
込
ま
れ
る
イ
ー
サ
（
暗
号
資

産
、
仮
想
通
貨
）
が
商
品
に
分
類
さ
れ
て
い
て
も
こ
の
要

素
に
該
当
し
、
投
資
契
約
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
。

　

第
二
に
「
利
益
の
期
待
を
と
も
な
う
投
資
」
に
関
し
て
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も
、
〇
四
年
判
決
の
「
利
益
は
、
配
当
や
他
の
定
期
的
な

支
払
い
、
も
し
く
は
投
資
価
値
の
増
加
を
含
む
」
を
引
用

し
、
ま
たT

he D
A
O

が
営
利
事
業
体
で
あ
る
と
通
知
さ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の

購
入
者
は
利
益
を
期
待
し
て
い
る
と
断
じ
た
。

　

第
三
に
「
利
益
は
も
っ
ぱ
ら
第
三
者
の
努
力
」
に
つ
い

て
。
投
資
家
の
利
益
が
、
①
ト
ー
ク
ン
の
販
売
者
で
あ
る

Slock.it

お
よ
び
そ
の
創
業
者
、Slock.it

が
選
出
し
た

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（Curators

）
の
運
営
上
の
努
力
に
由
来

し
て
い
る
こ
と
（
七
三
年
判
決
）、
な
ら
び
に
②
ト
ー
ク

ン
保
有
者
の
投
票
権
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ハ
ウ

イ
ー
・
テ
ス
ト
の
要
素
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。
特
に

ト
ー
ク
ン
保
有
者
の
投
票
権
に
関
し
て
は
、
①
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
経
由
し
た
提
案
の
み
に
投
票
す
る
（
一
四
年
判

決
）、
②
保
有
者
が
匿
名
か
つ
分
散
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
保
有
者
全
体
で
重
要
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
変
更
や
実
行

が
困
難
で
あ
る
点
（
八
一
年
判
決
、
〇
七
年
判
決
）
を
指

摘
し
て
い
る
。

　

Ｄ
Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
は
、
個
々
の
取
引
に
証
券
の
募
集
や

売
付
が
含
ま
れ
て
い
る
か
の
判
断
は
、
取
引
の
経
済
的
実

態
を
含
む
事
実
と
環
境
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と

し
な
が
ら
、
上
記
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク

ン
は
三
三
年
証
券
法
お
よ
び
三
四
年
証
券
取
引
所
法
が
定

め
る
証
券
に
該
当
し
、
そ
の
募
集
や
売
付
は
連
邦
証
券
諸

法
に
従
う
必
要
が
あ
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
へ
の
登
録
か
登
録
除
外

要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
た
（
岡

田
・
木
下
［
二
〇
一
八
］）。
ま
た
、
上
述
し
たT

he 

D
A
O

が
自
律
分
散
型
組
織
で
あ
る
点
に
関
し
て
も
、
リ

ミ
テ
ッ
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
近
い
形
態
で
あ
る
と

し
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
努
力
に
依
存
し
て
お
り

投
資
契
約
を
伴
う
証
券
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
と
判
断
し

た
。
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⑵　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
一
七
年
一
二
月
にM

unchee

の
実
施
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
対
し
て
排
除
命
令
を
出
し
て
い
る
。

　

M
unchee

は
、
自
社
の
ウ
ェ
ッ
ブ
に
加
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
、
イ
ー
サ
リ
ア
ム
上
で
Ｍ
Ｕ
Ｎ
ト
ー
ク
ン
を
一
般
公

衆
向
け
に
発
行
し
、
調
達
し
た
資
金
で
レ
ス
ト
ラ
ン
評
価

ア
プ
リ
の
改
善
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
計
画
を
掲

示
し
て
い
た
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
時
に
公
開
し
た
ホ
ワ
イ
ト
・

ペ
ー
パ
ー
で
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ト
ー
ク
ン
の
価

値
が
上
が
る
こ
と
や
、
ト
ー
ク
ン
を
流
通
市
場
で
取
引
可

能
と
す
る
計
画
が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
上
記
の
Ｄ
Ａ
Ｏ

レ
ポ
ー
ト
を
引
用
し
て
、
ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト
の
要
件
に

照
ら
し
て
も
Ｍ
Ｕ
Ｎ
ト
ー
ク
ン
は
投
資
契
約
に
あ
た
ら

ず
、
連
邦
証
券
諸
法
の
適
用
外
と
な
る
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
・
ト
ー
ク
ン
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
た
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、M

unchee

の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
ト
ー
ク
ン
購
入

者
に
将
来
の
利
益
を
合
理
的
に
期
待
さ
せ
る
行
為
で
あ

り
、
同
社
お
よ
び
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
努
力
に
よ
り
利

益
を
得
る
こ
と
を
合
理
的
に
期
待
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
と

し
、
ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト
に
照
ら
し
て
投
資
契
約
に
該
当

す
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
結
果
、
公
募
時
に
求
め
ら
れ
る

登
録
届
出
書
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
未
登
録
で
あ
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
承

認
を
経
な
い
Ｍ
Ｕ
Ｎ
ト
ー
ク
ン
の
募
集
・
売
付
行
為
は
三

三
年
証
券
法
へ
の
違
反
と
な
る
た
め
、M

unchee

に
募

集
の
停
止
お
よ
び
ト
ー
ク
ン
の
配
布
停
止
と
受
領
し
た
資

金
の
投
資
家
へ
返
却
を
命
じ
た
。
た
だ
し
、M

unchee

に
対
し
て
民
事
制
裁
金
の
納
付
は
命
じ
て
い
な
い
。
こ
の

排
除
措
置
命
令
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
方
針
（
解
釈
）
の
浸
透
お
よ

び
投
資
家
へ
の
注
意
喚
起
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

一
方
でM

unchee

へ
の
排
除
措
置
命
令
と
比
較
し

て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
はU

nikrn

が
一
七
年
六
月
か
ら
一
〇
月
に

か
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
よ
り
三
、
一
〇
〇
万
ド
ル
を
調
達
し
た

行
為
を
未
登
録
と
判
断
し
、
二
〇
年
九
月
に
排
除
措
置
命
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令
と
と
も
に
六
一
〇
万
ド
ル
の
民
事
制
裁
金
の
納
付
を
命

じ
て
い
る
。
た
だ
しU

nikrn

は
、
主
催
す
るe-Sports

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
や
試
合
結
果
へ

の
賭
け
金
と
し
て
使
用
で
き
る
ト
ー
ク
ン
（U

nikoin-

Gold

）
を
未
登
録
で
発
行
し
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の

Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
詐
欺
的
な
行
為
が
あ
っ
た
と
は
認
め
て
い
な

い
。

　

外
部
か
ら
み
て
、M

unchee
とU
nikrn

へ
の
対
応
の

違
い
が
何
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か
は
解
り
に
く
い
。
こ
の

U
nikrn

へ
の
措
置
を
受
け
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
内
部
か
ら
も

依
然
と
し
て
未
登
録
で
の
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
が

適
法
で
あ
る
か
違
法
で
あ
る
か
の
境
界
が
曖
昧
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
比
較

し
て
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
に
関
す
る
規
制
上
の

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
を
設
け
る
必
要
性
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
内
部
か

ら
提
言
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

二
つ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
複
数
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に

よ
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
考
え
の
浸
透
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
一
八
年
三
月
の
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
取

引
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
潜
在
的

な
違
法
性
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
い
わ
ゆ
る
仮
想
通
貨

取
引
所
）
の
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
を
目
的
と
し
て
公
表

さ
れ
た
。
連
邦
法
上
の
保
護
を
受
け
る
た
め
に
は
、
投
資

家
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
登
録
さ
れ
た
国
法
証
券
取
引
所
、
代
替
取

引
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｔ
Ｓ
）、
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー

を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
が
、「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
」
や
「
規

制
さ
れ
た
市
場
」
と
投
資
家
向
け
に
表
示
を
し
て
い
な
が

ら
未
登
録
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
に
お
い
て
投
資
に
際
し
て
投
資
家
が
注
意
す
べ
き
一
三

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
て
い
る
。
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第
二
に
、
一
八
年
一
一
月
の
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト

証
券
の
発
行
と
取
引
」
で
は
、
資
本
市
場
で
の
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ン
の
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
市
場
参
加
者
が
注
意

す
べ
き
事
項
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
注
目
す
べ
き
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ

ト
証
券
の
流
通
市
場
に
関
す
る
記
述
で
あ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｌ
Ｔ
（
分
散
型
台
帳
技
術
）
を
用
い
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
、
証
券
に
該
当
す
る
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ー
ク
ン
の
取
引
や
関
連
す
る
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
は
国
法

証
券
取
引
所
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
点
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
例
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
提
供
し
て
い
たEtherD

elta

お
よ
び
創
業
者
に
対

し
て
国
法
証
券
取
引
所
と
し
て
未
登
録
（
登
録
除
外
要
件

に
該
当
せ
ず
）
を
理
由
に
民
事
制
裁
金
の
支
払
い
を
命
じ

た
ケ
ー
ス
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
八
日
）
を
例
に
挙
げ

て
、
三
四
年
証
券
取
引
法
上
の
国
法
証
券
取
引
所
登
録
や

登
録
除
外
要
件
の
判
断
は
三
四
年
法
規
則3b-16

に
照
ら

す
必
要
性
や
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
に
該
当
す
る
場
合
は
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
Ａ
Ｔ
Ｓ
に
従
う
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
証
券

の
発
行
や
流
通
を
仲
介
す
る
事
業
者
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
ま
た

は
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
登
録
・
規
制
の
対
象
と

な
り
、
ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ａ
の
自
主
規
制
の
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

⑷　

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る
分
析
ツ
ー
ル
の
提
供

　

一
九
年
四
月
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
のFinH

ub

（
金
融
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
関
す
る
戦
略
部
署
）
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ

ト
が
投
資
契
約
に
該
当
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
募
集
や

売
付
が
証
券
取
引
に
該
当
す
る
の
か
を
市
場
参
加
者
が
判

断
す
る
際
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
は
、
例
え
ば
ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト
の
第
三
者
の
努

力
か
ら
生
じ
る
利
益
に
対
す
る
合
理
的
な
期
待
に
関
し
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て
、
①
第
三
者
の
努
力
へ
の
依
存
、
②
利
益
の
合
理
的
な

期
待
、
③
そ
の
他
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
複
数
の
ケ
ー

ス
を
提
示
す
る
な
ど
、
上
記
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
が
記
述

す
る
ハ
ウ
イ
ー
・
テ
ス
ト
の
要
件
適
用
よ
り
も
踏
み
込
ん

だ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
言
わ
ば
分
析
ツ
ー
ル
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
分
析
ツ
ー
ル
の
提
示
に
よ
り
、
規
制
の
不
確
実
性

が
軽
減
さ
れ
た
と
の
評
価
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
複
数

の
ケ
ー
ス
で
示
さ
れ
た
基
準
の
ウ
ェ
イ
ト
（
重
要
性
、
影

響
度
）
や
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
測
定
さ
れ
る
の
か
は
説

明
が
な
く
、
実
務
上
の
判
断
に
お
い
て
問
題
で
あ
る
と
の

批
判
や
、
そ
の
商
品
の
性
格
や
募
集
や
売
付
の
方
法
に
つ

い
て
の
分
析
を
追
加
で
求
め
る
声
も
あ
る
。

　

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
公
表
と
同
日
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
企
業

金
融
局
はT

urnK
ey Jet

が
実
施
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
対
し

て
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
・
レ
タ
ー
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の

レ
タ
ー
で
は
、
同
社
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
投
資
契
約
と
み
な
さ
ず

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
該
当
し
な
い
と
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
Ｔ
Ｋ
Ｊ
ト
ー
ク
ン
が
特
定
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
み
取
引
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
転

売
が
で
き
な
い
等
（
価
格
が
固
定
さ
れ
、T

urnK
ey Jet

が
買
い
戻
す
際
に
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
価
格
と
な
る
）
等

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
デ
ジ
タ
ル
・
ア

セ
ッ
ト
の
投
資
契
約
に
関
す
る
最
初
の
ノ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
・
レ
タ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

⑸　
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
（
法
執
行
）
の
変
化

　

こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
の
サ
イ
ト
内
の
「
サ
イ
バ
ー
・
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン

ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
ズ
」
で
一
覧
表
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇

年
九
末
時
点
で
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
関
連
し
て
六
一
件
の
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
九
件
が
詐

欺
的
行
為
と
し
て
摘
発
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
、M

akisim
 Zaslavskily

が
主
催
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す
るREcoin Group Foundation

な
ら
び
にD

ia-

m
ond Reserve Club

が
一
七
年
七
月
に
実
施
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｏ
は
代
表
的
な
証
券
詐
欺
行
為
で
あ
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
一

七
年
九
月
に
裁
判
所
に
対
し
て
彼
ら
の
資
産
凍
結
の
申
し

立
て
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
年
は
九
月
末
時
点
ま
で
に
、

三
月
二
〇
日
に
発
令
し
たM

eta1 Coin

の
販
売
差
し
止

め
を
証
券
詐
欺
と
認
定
し
た
例
な
ど
の
一
〇
件
の
詐
欺
的

行
為
を
認
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
明
ら
か
な
詐
欺
行
為
を
除
く
と
、
前
述
し

たM
unchee

の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
未
登
録
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ

に
対
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
、
当
初
は

警
告
や
排
除
措
置
命
令
に
留
ま
り
民
事
制
裁
金
は
課
し
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
状
況
等
を
加
味
し

た
選
択
的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ

の
方
針
を
市
場
参
加
者
へ
周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
当
時
の

目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
八
年
の

末
頃
よ
り
、U

nikrn

の
よ
う
に
詐
欺
行
為
を
認
め
な
い

ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
民
事
制
裁
金
に
よ
る
金
銭
的
な
処
罰

が
加
え
ら
れ
、
か
つ
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
対
象
が
拡

大
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　

例
え
ば
一
八
年
一
一
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
公
表
し
た
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、Paragon Coin Inc

な
ら
び
に

CarrierEQ

（A
irFox

）
に
対
す
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン

ト
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
五
万
ド
ル
の
民
事
制
裁
金

を
課
し
て
い
る
（
お
よ
び
調
達
し
た
資
金
を
投
資
家
に
返

還
）。
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
Ｄ
Ａ
Ｏ

レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
未
登
録
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
募
集
行
為

に
関
し
て
警
告
し
た
後
に
実
施
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
詐
欺
行
為
の
摘
発
を
除
い
て
、

こ
の
二
社
へ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
未
登
録
Ｉ
Ｃ
Ｏ

に
対
す
る
初
め
て
の
民
事
制
裁
金
を
伴
う
命
令
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。

　

ま
た
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
一
八
年
九
月
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
ス
ー
パ
ー

ス
ト
ア
を
自
称
し
て
い
たT

okenLot LLC

お
よ
び
、
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四
〇
％
以
上
の
資
産
を
デ
ジ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ト
に
投
資
す

るCrypto A
sset M

anagem
ent LP

に
対
し
て
も
、

民
事
制
裁
金
の
納
付
等
を
命
じ
た
こ
と
公
表
し
た
。
こ
の

内T
okenLot

へ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
、
ブ
ロ
ー

カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
未
登
録
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ー
ク
ン
を
販
売
し
た
行
為
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

たCrypto A
sset M

anagem
ent

は
投
資
会
社
と
し
て

未
登
録
の
ま
ま
で
フ
ァ
ン
ド
の
持
分
を
公
募
し
、
さ
ら
に

投
資
家
向
け
の
情
報
で
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
監
督
下
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登

録
）
に
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
っ
た
情
報
を
故
意
に
与
え
た

点
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の

実
行
体
の
み
な
ら
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
関
連
し
た
仲
介
機
関
や

投
資
会
社
に
対
し
て
も
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

の
対
象
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
一
九
年
九
月
に
公
表
さ
れ
たBlock.

one

へ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
、
民
事
制
裁
金
の
支

払
い
を
命
じ
て
い
る
も
の
の
、
三
四
年
証
券
取
引
所
法
上

の
登
録
や
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
な
ど
の
登
録
除
外
規
定

が
定
め
る
資
格
剥
奪
を
要
求
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
売
却

し
た
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ン
に
対
す
る
払
い
戻
し
も
要
求

し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
は
納
付
を
命
じ
た
二
、
四
〇
〇
万

ド
ル
の
民
事
制
裁
金
に
関
し
て
も
、
調
達
金
額
の
僅
か

〇
・
六
％
（
過
去
の
民
事
制
裁
金
は
、
平
均
で
調
達
金
額

の
一
・
六
七
％
か
ら
二
・
〇
七
％
）
に
過
ぎ
ず
、
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ン
の
規
制
が
修
正
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
、
Ｄ

Ａ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
以
降
の
取
り
組
み
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
変

化
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
し
明
確
な
詐
欺
行
為

へ
の
対
応
を
除
き
、
現
時
点
で
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
対
応
も
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
前
述
し
たU

nikrn

へ
の
措
置
に
対
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
内

か
ら
の
指
摘
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ

ン
ト
の
透
明
性
の
提
供
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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三
、
ま
と
め
に
か
え
て

　

本
稿
は
学
術
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
執
筆
し
て
い
る
。
本
文

中
の
記
述
に
関
す
る
出
所
や
詳
細
は
、
弊
所
『
証
券
経
済

研
究
』
第
一
一
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「T
oken 

O
ffering

を
巡
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
的
対
応
」
を
参
照
願
い

た
い
。

　

本
稿
は
Ｄ
Ｌ
Ｔ
上
で
の
調
達
行
為
に
注
目
し
、
米
国
内

で
の
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
に
対
す
る

Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
的
対
応
を
中
心
に
扱
っ
た
。
ト
ー
ク
ン
・

オ
フ
ァ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
従
来
の
公
募

と
同
様
な
扱
い
を
求
め
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
方
針
を
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
等
に
よ
り
浸
透
さ
せ
る
試
み
が

み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
拙
稿
第
二
弾
（
証
券
レ

ビ
ュ
ー
二
〇
二
〇
年
六
月
号
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
Ｄ
Ｌ

Ｔ
上
で
扱
わ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ン
に
由
来
す
る
特

性
な
ど
を
規
制
に
加
味
す
る
必
要
性
が
近
い
将
来
に
訪
れ

よ
う
。
例
え
ば
、
投
資
家
に
と
っ
て
有
用
な
情
報
開
示
は

米
国
の
証
券
規
制
の
基
盤
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー

ク
ン
は
伝
統
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
は
差
異
が
あ
り
、
改

め
て
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
に
適
し
た
開
示
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
時
期
が
来
る
と
予
想
す
る
。

　

わ
が
国
で
も
金
融
庁
が
、
二
〇
年
八
月
に
公
表
し
た

「
令
和
二
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
」
の
第
二
節
「
市
場

の
国
際
競
争
力
」
で
、「
金
融
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
に

お
け
る
、
分
散
化
や
ク
ラ
ウ
ド
等
の
技
術
進
歩
」
が
国
際

的
な
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
で
観
察
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
四
項
「
資
本
市
場
の
改
革
」
で
は
、
取
引
所
外

に
お
い
て
「
成
長
資
金
の
円
滑
な
供
給
を
図
る
観
点
か

ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
制
度
や
非
上
場
有
価
証

券
の
取
引
等
の
改
善
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
」
と
の
行

政
方
針
も
示
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
は
経
済
成
長
力
の
底

上
げ
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
特
に
資
本
市
場
に
お
い
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て
は
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
成
長
資
金
の
供
給
ル
ー
ト
の
確
立

が
重
視
さ
れ
よ
う
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
成
長
す
る
た
め
に
は
、
資
本

等
の
円
滑
な
調
達
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
条
件

と
な
る
。
様
々
な
経
済
活
動
で
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
革
新
が
始

ま
っ
て
い
る
。
単
な
る
調
達
規
模
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

手
段
・
手
法
に
つ
い
て
も
新
た
な
技
術
を
活
用
す
る
余
地

は
大
き
い
。
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